
●１
５
月
28
日
の
設
立
以
来
、

実
行
委
員
会
を
２
回
、
そ

の
他
芋
掘
り
と
苗
植
え
体
験
、

講
演
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

ロ
ゴ
募
集
、
も
も
っ
こ
カ
ー
ド

の
協
賛
店
募
集
、
拡
販
を
行
っ

年
度
70
件
、
20
年
度
途
中
で
59

件
と
毎
年
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

乳
幼
児
健
診
で
の
身
体
の
異
常

発
見
、
児
童
に
身
近
に
接
す
る

機
関
か
ら
の
通
報
で
実
態
把
握

に
努
め
て
い
る
。
本
年
度
か
ら

虐
待
通
告
後
48
時
間
以
内
の
安

全
確
認
が
市
町
村
、
児
童
相
談

所
で
義
務
付
け
ら
れ
た
の
で
、

安
全
確
認
後
、
児
童
相
談
所
へ

の
一
時
保
護
な
ど
常
時
連
携
体

制
、
さ
ら
に
そ
の
後
児
童
養
護

施
設
へ
の
措
置
が
可
能
と
な
っ

た
。
今
後
も
見
守
り
体
制
の
強

化
と
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
て
、
虐
待
の
早
期
発
見
と

児
童
の
保
護
に
努
め
て
い
き
た

い
。

（
市
長
）

5

議会だより

4

1
８
月
に
発
表
さ
れ
た
岡

山
県
の
財
政
構
造
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
り
大
幅
な
補
助
金
の

削
減
や
施
設
の
見
直
し
が
実
施

さ
れ
る
と
、
本
市
の
歳
入
面
で

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
程
度
考
え
ら
れ
る
か
。

2
こ
の
プ
ラ
ン
に
対
し
、
市
長

岡
山
県
財
政
構
造
改
革

プ
ラ
ン
の
素
案
に
つ
い
て

秋
　
山
　
律
　
郎

財
政
状
況
に
つ
い
て

1
市
長
就
任
後
初
の
平
成

19
年
度
決
算
を
見
て
、
本

市
財
政
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

2
こ
の
現
状
を
い
か
に
打
破
し
、

市
民
生
活
を
守
っ
て
い
く
の
か
。

●１
財
政
健
全
化
を
判
断
す
る
比

率
は
す
べ
て
の
指
標
で
早
期
健

全
化
基
準
以
下
で
、
ま
ず
ま
ず

の
決
算
と
思
う
。
し
か
し
、
基

金
残
高
は
減
少
し
て
お
り
、
実

質
公
債
費
比
率
も
起
債
許
可
基

準
の
18
％
を
超
え
、
税
収
や
地

方
交
付
税
の
増
収
が
期
待
で
き

な
い
な
ど
不
安
定
要
素
も
あ
り
、

財
政
安
定
に
は
時
間
が
か
か
る
。

●２
平
成
24
年
度
ま
で
は
財
政
冬

の
時
代
。
行
財
政
改
革
を
進
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
選
択
と
集
中

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興

基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
民

の
安
全
・
安
心
、
子
育
て
、
心

の
豊
か
さ
を
創
出
す
る
事
業
を

続
け
、
さ
ら
に
全
国
発
信
に
よ

り
、
企
業
誘
致
、
地
域
主
義
予

算
の
捻
出
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

近
い
部
分
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ

る
の
で
、
カ
ッ
ト
さ
れ
て
は
困

る
も
の
は
知
事
や
県
に
お
願
い

し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
長
会

や
県
議
、
市
議
会
と
協
力
し
て
、

県
に
対
し
断
固
阻
止
し
て
い
き

た
い
。

●３
平
成
10
年
度
か
ら
県
立
博
物

館
を
吉
備
路
へ
と
誘
致
運
動
を

展
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
プ
ラ

ン
の
中
で
も
存
続
方
針
が
出
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
に

同
じ
ベ
ー
ス
で
陳
情
活
動
を
し

て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

◇

こ
の
ほ
か
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

事
務
の
執
行
体
制
、
ユ
ニ
チ
カ

1
か
ら
寄
付
を
受
け
た
土
地
に

つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
す
。

根
　
馬
　
和
　
子

教
育
行
政
に
つ
い
て

1
安
全
で
安
心
な
通
学
路

の
確
保
、
い
じ
め
や
特
異

な
部
活
動
選
択
な
ど
、
児
童
・

生
徒
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、

通
学
区
域
の
弾
力
化
に
対
す
る

そ
の
後
の
調
査
と
方
向
性
は
ど

う
か
。

2
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所

を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、

放
課
後
こ
ど
も
プ
ラ
ン
を
真
剣

に
考
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

●１
通
学
区
域
設
定
審
議
会

で
検
討
し
、
通
学
区
域
の

線
引
き
変
更
を
行
わ
ず
指
定
校

を
変
更
で
き
る
基
準
を
緩
和
す

る
と
答
申
さ
れ
た
。
今
後
は
区

域
外
就
学
等
認
定
基
準
を
改
正

し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
と
り
、
協
議
し
て
、
21
年
度

か
ら
の
適
用
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
く
。

（
教
育
長
）

●２
子
ど
も
の
健
や
か
な
活
動
場

所
を
確
保
す
る
た
め
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
、
教
育
委
員
会
で

は
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
実
施

し
て
き
た
。
今
後
は
両
事
業
が

連
携
し
て
ト
ー
タ
ル
な
事
業
を

展
開
し
、
学
校
諸
施
設
の
弾
力

的
使
用
や
子
ど
も
の
健
康
状
態

に
係
る
情
報
交
換
に
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
子
育
て
王
国
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
対
す
る
実

態
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
受
け
皿
、
相
談
窓
口
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

た
。
今
後
も
子
育
て
講
演
会
を

３
回
、
体
験
活
動
や
食
育
、
昔

遊
び
の
伝
承
会
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

●２
平
成
19
年
３
月
に
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
虐
待
の

早
期
発
見
と
迅
速
な
対
応
に
努

め
て
い
る
。
相
談
窓
口
は
こ
ど

も
課
の
家
庭
児
童
相
談
室
で
、

件
数
は
平
成
18
年
度
62
件
、
19放課後子ども教室で料理をする児童

丹
　
下
　
　
　
茂

環
境
問
題
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

1

家
電
４
品
目
の
う
ち
、

３
品
目
の
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
が
11
月
か
ら
値
下
げ
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は

ど
う
か
。

2
ご
み
袋
の
有
料
化
が
開
始
さ

れ
２
年
を
経
過
す
る
が
、
効
果

は
ど
う
か
。
有
料
化
に
伴
う
収

支
状
況
は
ど
う
か
。

●１
広
報
そ
う
じ
ゃ
で
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
や
別
途
必
要

と
な
る
運
搬
料
金
、
適
正
な
処

理
方
法
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

国
で
は
来
年
度
か
ら
液
晶
テ
レ

ビ
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
衣
類

乾
燥
機
を
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

目
に
追
加
す
る
方
針
で
あ
る
が
、

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
、
購
入

料
金
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
含

め
る
料
金
前
払
い
制
度
を
要
望

す
る
提
案
を
し
て
い
る
。

1
子
育
て
王
国
を
進
め
る

た
め
、
本
市
の
独
自
性
を

今
後
ど
う
発
揮
し
て
い
く
の
か
。

2
観
光
立
国
総
社
を
目
指
す
た

め
の
具
体
的
な
考
え
は
何
か
。

●１
県
下
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

子
育
て
王
国
に
し
た
い
。

子
育
て
王
国
の
目
的
は
、
地
域

貢
献
の
で
き
る
人
間
育
成
、
人

を
愛
せ
る
人
間
育
成
の
二
つ
が

あ
る
。
そ
の
中
で
親
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
医

療
費
の
無
料
化
、
も
も
っ
こ
カ

ー
ド
の
配
布
率
や
生
後
４
か
月

ま
で
の
訪
問
事
業
の
県
下
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
な
ど
成
果
を
挙
げ
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
メ
ニ

ュ
ー
、
子
育
て
環
境
の
質
を
上

げ
る
こ
と
を
総
社
の
特
色
に
し

て
い
き
た
い
。

●２
質
の
高
い
観
光
客
の
増
加
、

観
光
に
よ
る
全
国
発
信
を
目
指

し
て
、
総
社
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
中
で

総
社
の
よ
さ
、
観
光
理
念
、
目

的
か
ら
議
論
す
べ
き
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
十
分
議

論
し
て
で
き
あ
が
っ
た
案
を
策

●２
平
成
19
年
度
の
収
支
は
、
ご

み
袋
等
の
売
り
上
げ
収
入
が
約

９
６
２
４
万
円
、
支
出
と
し
て

は
ご
み
袋
の
印
刷
代
約
１
１
９

０
万
円
、
ご
み
袋
代
徴
収
事
務

委
託
経
費
48
万
円
、
合
わ
せ
て

約
１
２
３
８
万
円
で
、
差
し
引

き
約
８
３
８
６
万
円
の
利
益
で

あ
る
。
こ
の
利
益
は
ご
み
減
量

化
推
進
団
体
報
奨
金
、
Ｅ
Ｍ
ぼ

か
し
購
入
代
、
ご
み
減
量
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
商
品
等
啓
発
経
費
、
ご
み

集
積
所
維
持
美
化
支
援
補
助
金

な
ど
の
貴
重
な
原
資
に
な
っ
て

い
る
が
、
充
当
し
て
な
お
３
分

の
２
は
財
源
と
し
て
残
る
の
で
、

そ
の
財
源
に
は
新
た
な
ご
み
減

量
化
に
つ
な
が
る
方
法
に
知
恵

を
出
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

は
ど
う
考
え
、
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

3
県
立
博
物
館
誘
致
の
今
後
の

運
動
方
針
は
ど
う
な
る
の
か
。

●１
県
で
は
、
歳
入
不
足
が

年
に
約
４
０
０
億
円
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度
ま

で
に
毎
年
４
０
０
億
円
の
水
準

で
歳
出
カ
ッ
ト
を
断
行
す
る
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
本
市

に
支
出
さ
れ
て

い
る
県
の
補
助

金
で
総
額
１
億

１
０
０
０
万
円

が
カ
ッ
ト
の
該

当
メ
ニ
ュ
ー
に

な
る
が
、
平
成

20
年
度
予
算
ベ

ー
ス
で
カ
ッ
ト

さ
れ
る
部
分
は

２
６
０
０
万
円

程
度
で
あ
っ

た
。そ
の
ほ
か
、

吉
備
路
郷
土
館

の
市
へ
の
譲
渡

も
検
討
項
目
に

あ
っ
た
。
明
確

な
提
示
が
な
い

の
で
、
影
響
範

囲
は
不
透
明
で

あ
る
。

●２
市
民
生
活
に

市への譲渡が検討されている吉備路郷土館

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

1
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
の
開
催
頻

度
と
内
容
は
ど
う
か
。

2

家
庭
で
の
子
育
て
の
悩
み
、


